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令和2年第１回定例会の予定　

北名古屋市議会だより vol.69

≪皆様の声をお聞かせください≫
　議会だよりをより充実させるため、
皆様からのご意見ご感想をお聞かせください。

●メール　  giji@city.kitanagoya.lg.jp
●ＦＡＸ　（0568）23-3140

議会事務局

２月２６日 （水）

３月  ６日 （金）

３月  ９日 （月）

３月１０日 （火）

３月１１日 （水）

３月１２日 （木）

３月１３日 （金）

３月１６日 （月）

３月１７日 （火）

３月２３日 （月）

本会議（初日）

本会議（一般質問）

本会議（一般質問）

予算決算常任委員会

予算決算常任委員会

福祉教育常任委員会

建設常任委員会

総務常任委員会

鉄道連続立体交差事業等検討特別委員会

本会議（最終日）

【請願書・陳情書の
提出について】
　第１回定例会の
審査対象となる請
願書・陳情書の提出
期限は、２月１７日
（月）の午後５時（予
定）です。詳しくは、
議会事務局までお
問い合わせくださ
い。

　新しい年が始まって１か月が経ちました。昨年は「子どもを虐待から守るまち宣
言」をし、議場を飛び出して広報・啓発活動を議会ワンチームで行いました。今後も
幅の広い活動と深みのある議論を重ね、議会だよりでわかりやすく・読みやすくお伝
えしていきます。本年もよろしくお願いいたします。
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物
質
的
に
豊
か
で
も
人
間
関
係
が

希
薄
な
社
会
が
虐
待
の
背
景
に

　
虐
待
相
談
は
増
え
続
け
て
い
ま
す
。

そ
の
背
景
に
は
、
虐
待
の
世
代
間
連
鎖

や
子
ど
も
に
関
す
る
知
識
・
対
応
技
術

の
不
足
、
人
間
関
係
の
希
薄
な
社
会
が

影
響
し
て
い
ま
す
。
予
防
の
た
め
に

は
、
保
育
・
教
育
の
充
実
や
社
会
全
体

の
意
識
・
モ
ラ
ル
の
向
上
が
必
要
で

す
。
地
域
で
は
子
育
て
世
帯
の
抱
え
る

困
難
に
寄
り
そ
う
言
葉
か
け
や
早
期
発

見
が
大
切
に
な
っ
て
い
ま
す
。

○愛知県中央児童・障害者　
　相談センター
　☎（052）961－7250
○北名古屋市役所家庭支援課
　☎（0568）22－1111

児童虐待かもと
思ったら、すぐに
ご連絡ください。

〜
現
場
が
語
る
実
態
と
、
い
ま
地
域
で
で
き
る
こ
と
〜

地
域
で
子
ど
も
を
虐
待
か
ら
守
る
に
は第４回定例会の結果・・・・・・・・・・・Ｐ４ 　Ｐｉｃｋｕｐ案件・・・・・・・・・・・Ｐ６

一般質問・・・・・・・・・・・・・・・・Ｐ８ 　第１回定例会の予定、編集後記・・・・・Ｐ１６

ＣＯＮＴＥＮＴＳ

児
童
虐
待

特
集

☎ 児童相談所
虐待対応ダイヤル

189
い ち は や く

市
と
市
議
会
が
主
催
し
た
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
に
４
０
０
人
参
加

　
令
和
元
年
11
月
９
日
文
化
勤
労
会
館

に
て
「
児
童
虐
待
防
止
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
愛
知
県
中
央
児
童
・
障
害
者
相
談
セ

ン
タ
ー
長
の
前
田
　
清
氏
に
よ
る
基
調

講
演
「
児
童
虐
待
防
止
〜
子
ど
も
を
虐

待
か
ら
守
る
た
め
に
〜
」
と
、
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
と
し
て
「
地
域
で

子
ど
も
を
虐
待
か
ら
守
る
に
は
」
と
い

う
テ
ー
マ
で
、
地
域
の
子
育
て
支
援
団

体
や
市
の
担
当
者
な
ど
専
門
分
野
で
活

躍
す
る
５
名
の
方
を
パ
ネ
ラ
ー
に
迎
え

行
い
ま
し
た
。

　
参
加
さ
れ
た
市
民
の
方
々
は
真
剣
な

表
情
で
話
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

※

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
参
加
者
に
ご
回
答
い

　
た
だ
き
ま
し
た
、
ア
ン
ケ
ー
ト
に
つ

　
き
ま
し
て
、
次
号
議
会
だ
よ
り
に
て

　
集
計
結
果
を
掲
載
す
る
予
定
で
す
。

　
非
常
に
増
え
て
い
る
心

理
的
虐
待
や
ネ
グ
レ
ク
ト

に
つ
い
て
、
危
険
度
の
判

断
の
難
し
さ
を
感
じ
て
い

る
。

　
24
時
間
同
じ
よ
う
な
対

応
が
で
き
る
の
は
警
察
の

み
。
お
か
し
い
と
思
っ
た

ら
迷
わ
ず
通
報
を
。

24
時
間
体
制
で
虐
待
班
が
現
場
に
指
示

を
出
し
対
応
に
あ
た
る

愛知県中央児童・障
害者相談センター長
前田　清　氏

愛知県西枇杷島警察署
生活安全課
警部補
水野　恒俊　氏

　
自
分
の
環
境
は
変
え
ら

れ
な
い
が
、
強
く
生
き
抜

い
て
ほ
し
い
想
い
を
込
め

て
、
３
つ
の
N
P
O
で
月

１
回
子
ど
も
食
堂
を
開

催
。
料
理
を
通
じ
て
自
己

肯
定
感
を
育
み
、
地
域
の

温
か
い
想
い
で
虐
待
の
連

鎖
を
断
ち
切
り
た
い
。

NPO法人次世代健全
育成サポートあひるっこ
代表理事
中田　るり子　氏

　
虐
待
の
生
活
困
窮
事
案

は
少
な
く
な
い
。
本
市
で

も
４
件
中
１
件
は
貧
困
と

い
う
背
景
の
中
で
虐
待
が

起
こ
っ
て
い
る
。
仕
事
の

掛
け
持
ち
に
よ
る
す
れ
違

い
か
ら
子
ど
も
の
問
題
行

動
に
繋
が
り
、
虐
待
に
発

展
す
る
こ
と
も
。

働
い
て
ば
か
り
で
、
子
ど
も
と
向
き
合
う
時

間
が
無
く
な
っ
て
し
ま
う
の
も
要
因
に

「
居
所
不
明
の
子
ど
も
」
実
態
調
査
に

難
し
さ
は
あ
る
が
、
行
政
と
接
点
を

心
や
お
金
に
余
裕
の
な
い
環
境
に
い
る

子
ど
も
た
ち
に
支
援
を

早
い
時
期
か
ら
妊
産
婦
と
つ
な
が
る
こ

と
で
、
虐
待
を
予
防
す
る
場
に

北名古屋市社会福祉課
生活保護室
社会福祉士
石黒　真美　氏

　
昨
年
度
、
本
市
に
住
所

の
あ
る
全
て
の
子
ど
も
の

所
在
を
調
査
し
確
認
で
き

た
。
し
か
し
、
住
民
票
を

移
さ
ず
に
暮
ら
し
て
い
る

子
や
保
育
園
に
通
っ
て
い

な
い
子
も
い
る
。
皆
さ
ん

の
温
か
い
声
か
け
や
通
報

が
大
切
。

北名古屋市家庭支援課
児童コーディネーター
猪子　美枝　氏

　
保
健
セ
ン
タ
ー
内
に
子

育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
を
設
置
。
自
分
の
育

児
が
正
し
い
の
か
不
安
な

人
も
多
く
い
る
。
頑
張
り

す
ぎ
ず
力
を
抜
く
こ
と
も

必
要
。
困
っ
た
り
悩
ん
だ

時
は
一
緒
に
考
え
さ
せ
て

も
ら
い
た
い
。

北名古屋市保健センター
保健師
岡島　晃子　氏

北名古屋市の児童虐待相談（令和元年１１月末）

虐待相談件数（愛知県）
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児童虐待相談98件のうち
児童・障害者相談センターが
関わった虐待件数 61件

98件
虐待相談

87人
心理的

58人
身体

14人

ネ
グ
レ
ク
ト
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北名古屋市議会委員会条例の一部改正について議案第107号

令和元年　　第４回定例会の結果
会期25日間　11月29日～12月23日

今回の議案
条例の制定、改正及び廃止・１１件　　　補正予算・・・・・・・・３件
規約の変更・・・・・・・・・１件　　　指定管理者の指定・・・・８件
人事案件・・・・・・・・・・１件　　　契約案件・・・・・・・・１件
条例の改正（議員提案）・・・１件

全ての議案内容は、
北名古屋市ホームページの

「議案・請願とその審議結果」
をご覧ください。

今号では、色の付いている議案を
ピックアップし具体的にどう
変わるのかを（P6・P7）に
掲載しております。

インターネットで議会の録画中継や議案の審議結果など様々な情報が見られます
ホームページはこちらから

北名古屋市議会

　是非、この機会に市民の皆様の
アクセスをお待ちしております。

※通信料等はご利用者負担となります。

検 索

議案名議案番号 議決結果

議案名議案番号 議決結果

令和元年度北名古屋市一般会計補正予算（第５号）について

北名古屋市会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の
一部改正について

北名古屋市議会の議員の議員報酬、費用弁償及び期末手当に関する
条例の一部改正について

北名古屋市特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例の
一部改正について

北名古屋市職員の給与に関する条例の一部改正について

人権擁護委員の候補者の推薦について

工事請負契約の変更について（公共下水道雨水管渠整備工事）

北名古屋市体育館の設置及び管理に関する条例の一部改正について

北名古屋市下水道事業の設置等に関する条例の制定について

指定管理者の指定について（北名古屋市沖村児童館）

指定管理者の指定について（北名古屋市鍜治ケ一色児童館）

指定管理者の指定について（北名古屋市宇福寺児童館）

指定管理者の指定について（北名古屋市九之坪児童館）

指定管理者の指定について（北名古屋市熊之庄児童館）

指定管理者の指定について（北名古屋市久地野児童館）

指定管理者の指定について（北名古屋市鹿田児童館）

指定管理者の指定について（北名古屋市総合福祉センターもえの丘）

北名古屋市児童クラブ設置条例の一部改正について

北名古屋市保育所条例の一部改正について

令和元年度北名古屋市国民健康保険特別会計補正予算（第２号）について

西春日井広域事務組合規約の変更について

北名古屋市西春駅東口地下自転車駐車場の設置及び管理に関する条例の
廃止について

令和元年度北名古屋市一般会計補正予算（第４号）について

北名古屋市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する
条例の一部改正について

北名古屋市人事行政の運営等の状況の公表に関する条例等の一部
改正について

議案第106号

議案第105号

議案第104号

議案第103号

議案第102号

議案第101号

議案第100号

議案第99号

議案第98号

議案第97号

議案第96号

議案第95号

議案第94号

議案第93号

議案第92号

議案第91号

議案第90号

議案第89号

議案第88号

議案第87号

議案第86号

議案第85号

議案第84号

議案第83号

議案第82号

全員賛成
原案可決

賛成多数
原案可決
全員賛成
原案可決
賛成多数
原案可決

全員賛成
原案可決

賛成多数
原案可決

賛成多数
原案可決

全員賛成
原案可決

　本会議・委員会開催日（P16定例会の予定参考）に、市役所東庁舎４階東エレ
ベーター前で傍聴受付を行います。本会議の受付時間は、本会議、委員会とも会
議開始３０分前からとなります。

本会議・委員会を傍聴してみませんか

※委員会は先着10名となりますのでご了承ください。
第１委員会室 本会議場



5 4議会だより Vol.69議会だより Vol.69

北名古屋市議会委員会条例の一部改正について議案第107号

令和元年　　第４回定例会の結果
会期25日間　11月29日～12月23日
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指定管理者の指定について（北名古屋市総合福祉センターもえの丘）
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令和元年度北名古屋市一般会計補正予算（第４号）について

北名古屋市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する
条例の一部改正について

北名古屋市人事行政の運営等の状況の公表に関する条例等の一部
改正について
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賛成多数
原案可決

全員賛成
原案可決

　本会議・委員会開催日（P16定例会の予定参考）に、市役所東庁舎４階東エレ
ベーター前で傍聴受付を行います。本会議の受付時間は、本会議、委員会とも会
議開始３０分前からとなります。

本会議・委員会を傍聴してみませんか

※委員会は先着10名となりますのでご了承ください。
第１委員会室 本会議場



　
西
春
駅
西
口
の
駐
輪
場
を
管
理
し
て
い
る
公
益
財
団
法
人
自
転
車
駐
車

場
整
備
セ
ン
タ
ー
が
、
令
和
２
年
２
月
か
ら
東
口
の
地
下
駐
輪
場
を
運
営

し
ま
す
。
24
時
間
営
業
と
な
る
他
、
防
犯
カ
メ
ラ
の
増
設
、
照
明
の
Ｌ
Ｅ

Ｄ
化
等
が
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。

Ｑ
　
使
用
料
金
の
算
定
は
ど
の
よ
う
な

　
　
基
準
で
行
っ
た
の
か
。

Ａ
　
公
共
施
設
の
使
用
料
適
正
化
計
画

　
　
に
お
け
る
統
一
的
な
算
定
方
法
に

　
　
基
づ
い
て
算
出
。
具
体
的
に
は
、　

　
　
設
置
費
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
費
、
燃

　
　
料
代
そ
れ
ぞ
れ
の
１
時
間
当
た
り

　
　
の
費
用
を
算
出
し
、
受
益
者
負
担

　
　
割
合
を
乗
じ
た
額
。

こんな
質問が
出ました

西
春
駅
東
口
地
下
駐
輪
場
の

運
営
が
変
わ
り
ま
す
。

可決

Pickup

Pickup

可決

Pickup

議
案
第
85
号

　北
名
古
屋
市
西
春
駅
東
口
地
下
自
転
車
駐
車
場
の

設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
廃
止
に
つ
い
て

　
現
在
設
備
補
修
工
事
を
行
っ
て
い
る
総
合
体
育
館
で
す
が
、
令
和
２
年

４
月
１
日
か
ら
、
ア
リ
ー
ナ
の
冷
暖
房
設
備
使
用
料
が
１
時
間
当
た
り

１
９
６
０
円
、
開
館
前
又
は
閉
館
後
は
１
時
間
当
た
り
２
５
４
０
円
の
使

用
料
が
か
か
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

Ｑ
　
利
用
料
の
値
上
げ
に
つ
い
て
は
、

　
　
今
後
ど
の
よ
う
に
な
る
の
か
。

Ａ
　
施
設
改
修
に
よ
る
利
便
性
の
向
上
、

　
　
増
税
後
も
料
金
を
据
え
置
い
て
い

　
　
た
こ
と
、
近
隣
市
町
に
比
べ
安
価

　
　
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
全
体
的
な
バ

　
　
ラ
ン
ス
を
考
え
、
令
和
３
年
１
月

　
　
か
ら
料
金
の
改
定
を
予
定
し
て
い

　
　
る
。
　
　

こんな
質問が
出ました

総
合
体
育
館
の
ア
リ
ー
ナ
で

冷
暖
房
設
備
使
用
料
が
か
か
り
ま
す
。

議
案
第
99
号

　北
名
古
屋
市
体
育
館
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　
熊
之
庄
保
育
園
と
薬
師
寺
保
育
園
が
、
45
年
以
上
と
い
う
、
そ
の
長
い

歴
史
に
幕
を
下
ろ
し
ま
す
。
現
在
通
っ
て
い
る
園
児
の
ほ
と
ん
ど
が
、
熊

之
庄
城
ノ
屋
敷
（
旧
市
民
プ
ー
ル
跡
地
）
に
で
き
る
幼
保
連
携
型
認
定
こ

ど
も
園
『
森
の
く
ま
っ
こ
』
に
入
園
し
ま
す
。

Ｑ
　
認
定
こ
ど
も
園
で
の
保
育
料
以
外

　
　
の
保
護
者
負
担
に
つ
い
て
、
保
育

　
　
園
と
の
違
い
は
。

Ａ
　
保
護
者
会
費
が
保
育
園
で
は
年
間

　
　
８
０
０
円
の
負
担
が
、
こ
ど
も
園

　
　
で
は
年
間
３
６
０
０
円
と
な
る
。

　
　
ま
た
、
絵
本
の
購
入
費
等
も
含
め
、

　
　
こ
ど
も
園
で
は
年
間
１
０
０
０
０

　
　
円
程
度
の
負
担
と
な
る
。
有
料
で

　
　
の
課
外
活
動
と
し
て
英
会
話
教
室

こんな
質問が
出ました

熊
之
庄
保
育
園
、

薬
師
寺
保
育
園
が
閉
園
に
な
り
ま
す
。

可決

　
　
や
音
楽
教
室
な
ど
を
検
討
し
て
い

　
　
る
が
、
あ
く
ま
で
も
参
加
は
任
意

　
　
で
あ
る
。

Ｑ
　
本
来
、
ど
の
園
に
通
っ
て
も
平
等

　
　
に
保
育
が
受
け
ら
れ
る
べ
き
で
あ

　
　
り
、
こ
れ
ま
で
よ
り
も
保
護
者
負

　
　
担
が
増
え
る
こ
と
に
つ
い
て
慎
重

　
　
に
検
討
す
べ
き
。

Ａ
　
こ
れ
ま
で
の
保
育
方
針
を
変
え
る

　
　
の
で
は
な
く
、
認
定
こ
ど
も
園
も

　
　
保
育
の
選
択
肢
と
し
て
増
え
る
と

　
　
捉
え
て
い
る
。

議
案
第
88
号

　北
名
古
屋
市
保
育
所
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

西春駅東口地下自転車駐車場総合体育館

　
議
案
審
査
終
了
後
、
そ
れ
ぞ
れ
の
委
員
会
で
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

　
福
祉
教
育
常
任
委
員
会
は
「
認
定
こ
ど
も
園
森
の
く
ま
っ
こ
」
建
設
現

場
に
お
い
て
工
事
の
進
捗
状
況
や
施
設
完
成
後
の
イ
メ
ー
ジ
に
つ
い
て
説

明
を
受
け
、
総
務
常
任
委
員
会
は
「
名
古
屋
芸
術
大
学
」
に
お
い
て
大
学

の
取
組
や
市
と
の
連
携
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

名古屋芸術大学

認定こども園森のくまっこ建設現場

福
祉
教
育
常
任
委
員
会
及
び
総
務
常
任
委
員
会
に
お
け
る

所
管
事
務
調
査
等
の
報
告

認
定
こ
ど
も
園
森
の
く
ま
っ
こ
及
び

名
古
屋
芸
術
大
学
を
視
察
し
ま
し
た
。
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る
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法
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転
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車
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整
備
セ
ン
タ
ー
が
、
令
和
２
年
２
月
か
ら
東
口
の
地
下
駐
輪
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を
運
営

し
ま
す
。
24
時
間
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と
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る
他
、
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犯
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メ
ラ
の
増
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、
照
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の
Ｌ
Ｅ
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化
等
が
行
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る
予
定
で
す
。

Ｑ
　
使
用
料
金
の
算
定
は
ど
の
よ
う
な

　
　
基
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で
行
っ
た
の
か
。

Ａ
　
公
共
施
設
の
使
用
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適
正
化
計
画

　
　
に
お
け
る
統
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的
な
算
定
方
法
に

　
　
基
づ
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て
算
出
。
具
体
的
に
は
、　

　
　
設
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費
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
費
、
燃

　
　
料
代
そ
れ
ぞ
れ
の
１
時
間
当
た
り

　
　
の
費
用
を
算
出
し
、
受
益
者
負
担

　
　
割
合
を
乗
じ
た
額
。

こんな
質問が
出ました

西
春
駅
東
口
地
下
駐
輪
場
の

運
営
が
変
わ
り
ま
す
。

可決

Pickup

Pickup

可決

Pickup

議
案
第
85
号

　北
名
古
屋
市
西
春
駅
東
口
地
下
自
転
車
駐
車
場
の

設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
廃
止
に
つ
い
て

　
現
在
設
備
補
修
工
事
を
行
っ
て
い
る
総
合
体
育
館
で
す
が
、
令
和
２
年

４
月
１
日
か
ら
、
ア
リ
ー
ナ
の
冷
暖
房
設
備
使
用
料
が
１
時
間
当
た
り

１
９
６
０
円
、
開
館
前
又
は
閉
館
後
は
１
時
間
当
た
り
２
５
４
０
円
の
使

用
料
が
か
か
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

Ｑ
　
利
用
料
の
値
上
げ
に
つ
い
て
は
、

　
　
今
後
ど
の
よ
う
に
な
る
の
か
。

Ａ
　
施
設
改
修
に
よ
る
利
便
性
の
向
上
、

　
　
増
税
後
も
料
金
を
据
え
置
い
て
い

　
　
た
こ
と
、
近
隣
市
町
に
比
べ
安
価

　
　
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
全
体
的
な
バ

　
　
ラ
ン
ス
を
考
え
、
令
和
３
年
１
月

　
　
か
ら
料
金
の
改
定
を
予
定
し
て
い

　
　
る
。
　
　

こんな
質問が
出ました

総
合
体
育
館
の
ア
リ
ー
ナ
で

冷
暖
房
設
備
使
用
料
が
か
か
り
ま
す
。

議
案
第
99
号

　北
名
古
屋
市
体
育
館
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　
熊
之
庄
保
育
園
と
薬
師
寺
保
育
園
が
、
45
年
以
上
と
い
う
、
そ
の
長
い

歴
史
に
幕
を
下
ろ
し
ま
す
。
現
在
通
っ
て
い
る
園
児
の
ほ
と
ん
ど
が
、
熊

之
庄
城
ノ
屋
敷
（
旧
市
民
プ
ー
ル
跡
地
）
に
で
き
る
幼
保
連
携
型
認
定
こ

ど
も
園
『
森
の
く
ま
っ
こ
』
に
入
園
し
ま
す
。

Ｑ
　
認
定
こ
ど
も
園
で
の
保
育
料
以
外

　
　
の
保
護
者
負
担
に
つ
い
て
、
保
育

　
　
園
と
の
違
い
は
。

Ａ
　
保
護
者
会
費
が
保
育
園
で
は
年
間

　
　
８
０
０
円
の
負
担
が
、
こ
ど
も
園

　
　
で
は
年
間
３
６
０
０
円
と
な
る
。

　
　
ま
た
、
絵
本
の
購
入
費
等
も
含
め
、

　
　
こ
ど
も
園
で
は
年
間
１
０
０
０
０

　
　
円
程
度
の
負
担
と
な
る
。
有
料
で

　
　
の
課
外
活
動
と
し
て
英
会
話
教
室

こんな
質問が
出ました

熊
之
庄
保
育
園
、

薬
師
寺
保
育
園
が
閉
園
に
な
り
ま
す
。

可決

　
　
や
音
楽
教
室
な
ど
を
検
討
し
て
い

　
　
る
が
、
あ
く
ま
で
も
参
加
は
任
意

　
　
で
あ
る
。

Ｑ
　
本
来
、
ど
の
園
に
通
っ
て
も
平
等

　
　
に
保
育
が
受
け
ら
れ
る
べ
き
で
あ

　
　
り
、
こ
れ
ま
で
よ
り
も
保
護
者
負

　
　
担
が
増
え
る
こ
と
に
つ
い
て
慎
重

　
　
に
検
討
す
べ
き
。

Ａ
　
こ
れ
ま
で
の
保
育
方
針
を
変
え
る

　
　
の
で
は
な
く
、
認
定
こ
ど
も
園
も

　
　
保
育
の
選
択
肢
と
し
て
増
え
る
と

　
　
捉
え
て
い
る
。

議
案
第
88
号

　北
名
古
屋
市
保
育
所
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

西春駅東口地下自転車駐車場総合体育館

　
議
案
審
査
終
了
後
、
そ
れ
ぞ
れ
の
委
員
会
で
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

　
福
祉
教
育
常
任
委
員
会
は
「
認
定
こ
ど
も
園
森
の
く
ま
っ
こ
」
建
設
現

場
に
お
い
て
工
事
の
進
捗
状
況
や
施
設
完
成
後
の
イ
メ
ー
ジ
に
つ
い
て
説

明
を
受
け
、
総
務
常
任
委
員
会
は
「
名
古
屋
芸
術
大
学
」
に
お
い
て
大
学

の
取
組
や
市
と
の
連
携
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

名古屋芸術大学

認定こども園森のくまっこ建設現場

福
祉
教
育
常
任
委
員
会
及
び
総
務
常
任
委
員
会
に
お
け
る

所
管
事
務
調
査
等
の
報
告

認
定
こ
ど
も
園
森
の
く
ま
っ
こ
及
び

名
古
屋
芸
術
大
学
を
視
察
し
ま
し
た
。
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一
般
質
問
と
は

　
皆
さ
ん
の
生
活
に
か
か
わ
る
大
切
な
内
容
に

つ
い
て
、市
議
会
議
員
が
市
に
対
し
て
質
問
を

行
い
ま
す
。今
回
の一
般
質
問
で
あ
な
た
の
生
活

に
か
か
わ
る
内
容
は
あ
り
ま
す
か
？

　
一
般
質
問
の
内
容
を
動
画
で
視
聴
で
き
ま
す
。市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の「
市
議
会
」か
ら『
議
会
録
画
中
継
』を
選
択
し
て

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
近
年
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ

ト
な
ど
モ
バ
イ
ル
機
器
は
著
し
く
進
歩
し

て
き
た
。
北
名
古
屋
市
は
情
報
漏
洩
対
策

と
し
て
、
職
員
の
Ｂ
Ｙ
Ｏ
Ｄ
（
私
物
端
末

の
業
務
利
用
）
を
認
め
て
い
な
い
。
し
か

し
、
Ｂ
Ｙ
Ｏ
Ｄ
を
実
施
し
て
い
る
民
間
企

業
や
官
庁
、
自
治
体
が
あ
る
。
情
報
漏
洩

は
許
さ
れ
な
い
が
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
な
ど

リ
ス
ク
の
低
い
情
報
資
産
は
厳
格
に
規
制

す
る
よ
り
も
、
活
用
し
や
す
い
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
ポ
リ
シ
ー
に
見
直
す
べ
き
で
あ
る
。

　
こ
れ
か
ら
の
自
治
体
に
お
け
る
業
務
効

率
の
改
善
と
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
高
度
化

の
た
め
に
情
報
機
器
の
活
用
度
の
向
上
は

急
務
で
あ
る
と
考
え
る
が
。

　
Ｂ
Ｙ
Ｏ
Ｄ
の
利
用
は
利
便
性
、
効
率
性

に
お
い
て
有
効
で
あ
る
と
認
識
し
て
い

る
。
し
か
し
、
デ
ー
タ
改
ざ
ん
等
の
リ
ス

ク
対
策
は
必
要
で
あ
る
た
め
、
情
報
活
用

の
推
進
と
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
確
保
の
バ
ラ
ン

ス
を
取
り
な
が
ら
、
調
査
・
研
究
し
て
い

く
。

　
情
報
資
産
の
機
密
分
類
と
リ
ス
ク
評
価

　
の
実
施
な
ど

　
秘
匿
さ
れ
る
べ
き
情
報
の
取
り
扱
い
の

　
指
導
・
研
修
は

　
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
調
整
に
ス
マ
ホ
等
を
利

　
用
し
た
場
合
の
リ
ス
ク

　
情
報
収
集
手
段
と
し
て
ス
マ
ホ
等
を
利

　
用
し
た
場
合
の
リ
ス
ク

　
情
報
活
用
の
推
進
を
担
当
す
る
ア
ド
バ

　
イ
ザ
ー
設
置
に
つ
い
て

桂
川
　将
典
（
市
政
ク
ラ
ブ
）

そ
の
他
の
質
問

機
密
度
の
低
い
情
報
の
共
有
に
ス
マ
ホ
等
を

利
用
す
る
こ
と
は

情
報
課
長

防
災
環
境
部
長

一
般
質
問

一
般
質
問

質
問
議
員
11
人

　質
問
30
項
目

　
相
次
ぐ
高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
に
よ
る
交
通

事
故
に
よ
り
、
免
許
返
納
へ
の
意
識
の
高

ま
り
を
感
じ
て
い
る
。
本
市
に
お
け
る
高

齢
者
運
転
免
許
証
自
主
返
納
件
数
も
年
々

増
加
し
て
い
る
。
し
か
し
、
「
生
活
の

足
」
で
あ
る
車
を
手
放
す
こ
と
に
よ
り
、

生
活
が
不
便
に
な
る
不
安
か
ら
免
許
返
納

を
た
め
ら
う
人
も
多
く
、
高
齢
者
が
安
心

し
て
免
許
証
を
返
納
で
き
る
地
域
に
し
た

い
。
そ
の
た
め
に
は
返
納
後
の
生
活
環
境

づ
く
り
、
外
出
支
援
・
移
動
支
援
が
喫
緊

の
課
題
と
考
え
る
。

①
　
免
許
証
返
納
の
啓
発
へ
の
考
え
は
。

②
　
今
後
の
き
た
バ
ス
運
行
に
お
け
る
ダ

イ
ヤ
変
更
や
増
便
等
の
取
組
は
。

①
　
自
主
返
納
制
度
は
警
察
署
の
所
管
で

あ
り
、
本
市
も
こ
の
制
度
を
支
援
す
る
た

め
窓
口
等
で
チ
ラ
シ
の
配
布
、
広
報
紙
及

び
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
掲
載
を
通
し
呼
び

か
け
て
い
る
。
ま
た
65
歳
以
上
の
返
納
者

に
は
き
た
バ
ス
回
数
券
と
啓
発
物
品
を
贈

呈
し
て
い
る
。
今
後
の
啓
発
の
取
組
と
し

て
、
高
齢
者
施
設
等
に
、
自
主
返
納
者
が

割
引
を
受
け
ら
れ
る
協
力
店
舗
一
覧
表
等

の
チ
ラ
シ
を
設
置
す
る
等
、
更
な
る
周
知

に
努
め
る
。

②
　
充
実
し
た
生
活
を
継
続
す
る
に
は
、

市
内
の
ど
の
バ
ス
停
へ
も
移
動
が
で
き
、

乗
換
に
よ
り
市
外
に
も
出
か
け
ら
れ
る
よ

う
な
運
行
路
線
と
ダ
イ
ヤ
の
大
幅
な
改
正

が
必
要
。
令
和
３
年
度
か
ら
よ
り
利
用
し

や
す
い
き
た
バ
ス
運
行
で
市
民
ニ
ー
ズ
に

お
応
え
で
き
る
よ
う
関
係
機
関
と
調
整
し

て
い
く
。

間
宮
　文
枝
（
公
明
党
）

免
許
返
納
と
き
た
バ
ス
利
便
性
の
向
上
に
つ
い
て

きたバス

　
増
え
続
け
る
認
知
症
患
者
へ
の
安
全
網

と
し
て
患
者
が
起
こ
し
た
事
故
に
対
す
る

損
害
賠
償
も
保
険
で
救
済
す
る
動
き
が
増

え
て
い
る
が
、
本
市
も
検
討
し
て
は
。

①
　
徘
徊
高
齢
者
な
ど
が
行
方
不
明
と

な
っ
た
場
合
、
早
期
発
見
・
保
護
に
備
え

た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
な
ど
は
あ
る
か
。

②
　
事
故
や
行
方
不
明
と
な
っ
た
場
合
に

備
え
、
損
害
保
険
を
活
用
し
た
救
済
制
度

を
検
討
す
る
考
え
は
。

③
　
損
害
保
険
を
活
用
し
た
救
済
制
度
を

導
入
す
る
場
合
の
補
償
の
提
供
と
し
て
の

加
入
方
式
は
。

④
　
認
知
症
の
診
断
を
受
け
て
い
る
方
に

対
す
る
保
険
料
の
負
担
は
。

①
　
早
期
発
見
・
保
護
に
つ
な
が
る
事
業

と
し
て
、
徘
徊
高
齢
者
等
事
前
登
録
制
度

や
、
「
お
た
が
い
さ
ま
ね
っ
と
メ
ー

ル
」
、
地
域
の
見
守
り
と
早
期
発
見
を
目

的
と
し
た
協
定
を
事
業
所
と
締
結
す
る
な

ど
し
て
い
る
。

②
　
救
済
制
度
は
必
要
だ
と
考
え
る
が
、

対
象
者
の
範
囲
な
ど
課
題
は
あ
る
。
認
知

症
に
な
る
前
に
自
分
の
支
援
に
つ
い
て
契

約
を
す
る
任
意
後
見
制
度
も
あ
る
。

③
　
補
償
へ
の
加
入
は
、
全
員
加
入
方
式

が
望
ま
し
い
が
、
個
人
情
報
保
護
な
ど
多

く
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
、
当
面
は
任

意
加
入
方
式
で
研
究
し
て
い
く
。

④
　
保
険
料
の
徴
収
が
制
度
加
入
へ
の
阻

害
要
因
と
な
る
こ
と
、
契
約
者
の
問
題
な

ど
の
課
題
を
解
決
し
、
安
心
し
て
生
活
で

き
る
よ
う
、
令
和
２
年
度
よ
り
、
全
額
公

費
負
担
で
の
事
業
化
に
向
け
検
討
し
た

い
。

井
上
　一
男
（
市
政
ク
ラ
ブ
）

認
知
症
の
方
の
踏
切
事
故
等
に
つ
い
て

福
祉
部
長

総　務

福　祉

防災環境
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か
ら
よ
り
利
用
し

や
す
い
き
た
バ
ス
運
行
で
市
民
ニ
ー
ズ
に

お
応
え
で
き
る
よ
う
関
係
機
関
と
調
整
し

て
い
く
。

間
宮
　文
枝
（
公
明
党
）

免
許
返
納
と
き
た
バ
ス
利
便
性
の
向
上
に
つ
い
て

きたバス

　
増
え
続
け
る
認
知
症
患
者
へ
の
安
全
網

と
し
て
患
者
が
起
こ
し
た
事
故
に
対
す
る

損
害
賠
償
も
保
険
で
救
済
す
る
動
き
が
増

え
て
い
る
が
、
本
市
も
検
討
し
て
は
。

①
　
徘
徊
高
齢
者
な
ど
が
行
方
不
明
と

な
っ
た
場
合
、
早
期
発
見
・
保
護
に
備
え

た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
な
ど
は
あ
る
か
。

②
　
事
故
や
行
方
不
明
と
な
っ
た
場
合
に

備
え
、
損
害
保
険
を
活
用
し
た
救
済
制
度

を
検
討
す
る
考
え
は
。

③
　
損
害
保
険
を
活
用
し
た
救
済
制
度
を

導
入
す
る
場
合
の
補
償
の
提
供
と
し
て
の

加
入
方
式
は
。

④
　
認
知
症
の
診
断
を
受
け
て
い
る
方
に

対
す
る
保
険
料
の
負
担
は
。

①
　
早
期
発
見
・
保
護
に
つ
な
が
る
事
業

と
し
て
、
徘
徊
高
齢
者
等
事
前
登
録
制
度

や
、
「
お
た
が
い
さ
ま
ね
っ
と
メ
ー

ル
」
、
地
域
の
見
守
り
と
早
期
発
見
を
目

的
と
し
た
協
定
を
事
業
所
と
締
結
す
る
な

ど
し
て
い
る
。

②
　
救
済
制
度
は
必
要
だ
と
考
え
る
が
、

対
象
者
の
範
囲
な
ど
課
題
は
あ
る
。
認
知

症
に
な
る
前
に
自
分
の
支
援
に
つ
い
て
契

約
を
す
る
任
意
後
見
制
度
も
あ
る
。

③
　
補
償
へ
の
加
入
は
、
全
員
加
入
方
式

が
望
ま
し
い
が
、
個
人
情
報
保
護
な
ど
多

く
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
、
当
面
は
任

意
加
入
方
式
で
研
究
し
て
い
く
。

④
　
保
険
料
の
徴
収
が
制
度
加
入
へ
の
阻

害
要
因
と
な
る
こ
と
、
契
約
者
の
問
題
な

ど
の
課
題
を
解
決
し
、
安
心
し
て
生
活
で

き
る
よ
う
、
令
和
２
年
度
よ
り
、
全
額
公

費
負
担
で
の
事
業
化
に
向
け
検
討
し
た

い
。

井
上
　一
男
（
市
政
ク
ラ
ブ
）

認
知
症
の
方
の
踏
切
事
故
等
に
つ
い
て

福
祉
部
長

総　務

福　祉

防災環境



11 10議会だより Vol.69議会だより Vol.69

　
本
市
も
間
も
な
く
人
口
減
少
時
代
に
転

じ
る
と
推
察
す
る
中
、
活
力
あ
る
ま
ち
づ

く
り
の
た
め
に
は
、
今
あ
る
建
物
の
リ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
、
北
名
古
屋
市
な
ら
で
は
の

商
業
活
動
を
担
え
る
人
づ
く
り
、
事
業
環

境
を
整
え
る
こ
と
が
急
務
で
あ
る
。

①
　
北
名
古
屋
市
に
お
け
る
商
業
の
シ
ン

ボ
リ
ッ
ク
と
な
る
核
が
必
要
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
。
市
が
関
与
し
、
民
間
が
運
営

す
る
北
名
古
屋
市
版
道
の
駅
を
主
要
道
路

に
整
備
し
、
災
害
復
旧
、
情
報
拠
点
と
し

て
も
活
用
し
て
は
。

②
　
市
と
災
害
時
相
互
応
援
協
定
を
締
結

し
て
い
る
多
治
見
市
で
は
、
中
心
市
街
地

の
抱
え
る
問
題
を
解
決
す
る
た
め
、
民
間

主
導
に
よ
る
タ
ウ
ン
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
手
法

を
使
い
、
地
元
金
融
機
関
と
協
働
し
て
ま

ち
づ
く
り
株
式
会
社
を
設
立
し
、
着
実
に

成
果
を
出
し
て
い
る
と
の
こ
と
だ
っ
た
。

本
市
も
導
入
し
て
は
。

①
　
道
の
駅
は
災
害
時
に
災
害
復
旧
に
も

貢
献
し
、
防
災
機
能
な
ど
も
注
目
さ
れ
て

い
る
。
第
６
次
産
業
や
隣
接
す
る
自
治
体

と
の
連
携
な
ど
広
域
的
な
視
点
で
調
査
す

る
。

②
　
現
在
、
徳
重
・
名
古
屋
芸
大
駅
周
辺

の
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
支
援
し
て
お
り
、
今
後
も
民
間
主
導
の

ま
ち
づ
く
り
組
織
と
な
る
よ
う
継
続
的
に

支
援
し
て
い
く
。

　
災
害
に
際
し
て
の
行
政
の
初
期
対
応
に

　
つ
い
て 熊

澤
　真
澄
（
市
政
ク
ラ
ブ
）

そ
の
他
の
質
問

未
来
志
向
の
地
域
活
性
化
策
の
推
進
に
つ
い
て

建
設
部
長

総
務
課
長

　
本
市
の
台
風
の
接
近
に
伴
う
公
共
施
設

の
閉
館
基
準
は
統
一
で
は
な
く
、
暴
風
警

報
の
発
令
に
よ
り
閉
館
と
な
る
施
設
、
災

害
対
策
本
部
か
ら
の
指
示
に
よ
り
閉
館
と

な
る
施
設
が
あ
り
、
対
応
が
異
な
る
。
最

近
で
は
、
台
風
の
被
害
を
小
さ
く
抑
え
る

た
め
鉄
道
各
社
が
計
画
運
休
を
取
り
入
れ

る
な
ど
、
防
災
意
識
が
高
ま
っ
て
い
る
。

本
市
に
お
い
て
も
、
不
要
不
急
の
外
出
を

控
え
て
避
難
準
備
を
呼
び
か
け
る
立
場
に

あ
る
か
ら
こ
そ
、
計
画
的
に
公
共
施
設
の

閉
館
を
す
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
普
段
か

ら
明
確
な
臨
時
休
館
の
対
応
を
告
知
す
る

こ
と
で
、
市
民
や
利
用
者
の
避
難
行
動
に

つ
い
て
考
え
る
機
会
に
な
る
と
考
え
る
が

ど
う
か
。
台
風
接
近
時
の
一
律
の
閉
館
基

準
の
考
え
は
。

 

暴
風
警
報
の
発
令
に
よ
り
直
ち
に
閉
館

す
る
施
設
は
、
東
西
図
書
館
な
ど
不
特
定

多
数
の
利
用
者
が
使
用
す
る
施
設
や
も
え

の
丘
な
ど
営
利
目
的
で
貸
館
が
で
き
な
い

施
設
と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
、
台

風
の
状
況
等
を
判
断
し
て
閉
館
す
る
施
設

は
、
健
康
ド
ー
ム
な
ど
営
利
目
的
で
の
貸

館
が
可
能
な
施
設
と
な
っ
て
い
る
。
急
な

閉
館
に
よ
り
事
業
を
中
止
す
る
こ
と
で
損

害
が
で
る
可
能
性
が
あ
る
た
め
、
利
用
者

の
損
害
を
抑
え
る
配
慮
か
ら
こ
う
し
た
対

応
を
し
て
き
た
。
今
後
は
、
使
用
許
可
の

条
件
に
警
報
に
よ
る
臨
時
閉
館
を
付
加

し
、
運
用
基
準
を
市
内
一
律
と
し
、
周
知

を
徹
底
し
て
い
く
。

　
住
宅
耐
震
改
修
に
代
理
受
領
制
度
を
導

　
入
し
負
担
軽
減
を

渡
邉
　麻
衣
子
（
日
本
共
産
党
）

そ
の
他
の
質
問

市
民
の
安
全
を
優
先
し
た
台
風
時
の
施
設
閉
館
に
つ
い
て

副
市
長

　
本
市
で
は
、
旧
町
の
投
票
区
が
引
き
継

が
れ
て
い
る
が
、
投
票
所
と
し
て
利
用
し

て
い
る
施
設
の
老
朽
化
等
に
伴
い
、
将
来

的
に
は
小
学
校
区
ご
と
の
投
票
所
に
集
約

さ
れ
て
い
く
と
考
え
る
。
そ
の
場
合
、
駐

車
場
の
確
保
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
の
推

進
、
徒
歩
で
投
票
に
行
け
な
い
方
へ
の
交

通
手
段
の
確
保
な
ど
の
施
策
が
必
要
と
考

え
る
。
今
後
は
、
市
民
の
理
解
と
協
力
を

得
な
が
ら
社
会
情
勢
に
応
じ
た
投
票
区
の

見
直
し
が
急
務
と
考
え
る
。

①
　
投
票
区
の
見
直
し
の
考
え
は
。

②
　
投
票
所
が
変
更
さ
れ
る
場
合
の
周
知

時
期
や
方
法
は
。

③
　
投
票
所
を
見
直
す
際
、
安
全
・
安
心

な
投
票
環
境
の
整
備
に
つ
い
て
の
考
え

は
。

①
　
老
朽
化
な
ど
に
よ
り
継
続
利
用
が
困

難
に
な
る
投
票
所
が
複
数
あ
り
、
選
挙
管

理
委
員
会
で
、
投
票
区
の
あ
り
方
に
つ
い

て
議
論
し
て
い
る
。
今
後
は
小
学
校
区
を

投
票
区
と
す
る
案
も
含
め
て
、
様
々
な
観

点
か
ら
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

②
　
前
回
の
選
挙
で
は
、
広
報
で
の
案
内

の
ほ
か
、
投
票
所
入
場
券
と
と
も
に
案
内

文
書
を
併
せ
て
送
付
し
、
選
挙
当
日
に
は

旧
の
投
票
所
に
案
内
係
を
配
置
し
た
。
今

後
、
早
い
段
階
に
お
け
る
効
果
的
な
周
知

方
法
に
つ
い
て
研
究
し
て
い
く
。

③
　
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
の
推
進
や
駐
車
場

の
確
保
な
ど
、
安
全
・
安
心
に
投
票
で
き

る
環
境
整
備
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
と
考

え
て
い
る
。

　
障
が
い
者
支
援
バ
ン
ダ
ナ
の
作
成
と
配

　
布
に
つ
い
て 齊

藤
　裕
美
（
公
明
党
）

そ
の
他
の
質
問

投
票
区
の
見
直
し
に
つ
い
て

師勝東小学校投票所

　
自
然
災
害
と
は
、
大
雨
だ
け
で
な
く
台

風
や
竜
巻
な
ど
の
強
風
や
地
震
な
ど
が
あ

り
、
災
害
の
種
類
に
よ
っ
て
災
害
対
策
の

あ
り
方
も
様
々
で
あ
る
た
め
、
ハ
ー
ド

面
、
ソ
フ
ト
面
で
の
対
策
に
完
璧
だ
と
い

え
る
こ
と
は
な
い
。
現
在
、
市
が
市
民
に

対
し
て
避
難
所
開
設
情
報
や
避
難
勧
告
な

ど
災
害
に
関
す
る
情
報
伝
達
手
段
と
し

て
、
一
斉
メ
ー
ル
配
信
シ
ス
テ
ム
や
防
災

行
政
無
線
を
使
用
し
て
い
る
が
、
一
斉

メ
ー
ル
配
信
シ
ス
テ
ム
は
高
齢
者
に
と
っ

て
利
用
し
に
く
い
こ
と
、
防
災
行
政
無
線

に
関
し
て
は
、
災
害
時
に
家
の
雨
戸
や
窓

を
閉
め
て
い
た
場
合
に
聞
き
取
り
に
く
い

な
ど
正
確
な
情
報
を
受
け
取
る
こ
と
が
で

き
て
い
な
い
の
で
は
。
他
市
町
村
で
は
、

格
安
で
持
ち
運
び
が
で
き
、
防
災
無
線
を

受
信
可
能
な
家
庭
用
の
防
災
行
政
ラ
ジ
オ

を
配
備
し
て
い
る
が
、
市
の
考
え
は
。

　
現
在
、
市
で
行
っ
て
い
る
災
害
情
報
伝

達
手
段
と
し
て
、
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
（
全
国
瞬

時
警
報
シ
ス
テ
ム
）
や
Ｌ
ア
ラ
ー
ト
（
災

害
情
報
共
有
シ
ス
テ
ム
）
、
一
斉
メ
ー
ル

配
信
シ
ス
テ
ム
な
ど
を
活
用
し
て
い
る

が
、
同
報
系
防
災
行
政
無
線
の
デ
ジ
タ
ル

方
式
の
へ
の
移
行
時
期
に
あ
わ
せ
て
デ
ジ

タ
ル
式
防
災
ラ
ジ
オ
の
導
入
を
検
討
し
て

い
く
。

　
災
害
時
の
飲
料
水
の
確
保
に
つ
い
て

　
ポ
イ
ン
ト
制
度
の
活
用
に
つ
い
て

浅
利
　公
惠
（
市
政
ク
ラ
ブ
）

そ
の
他
の
質
問

災
害
情
報
伝
達
の
取
組
に
つ
い
て

防災ラジオ

防災環境 教　育防
災
交
通
課
長

建　設

道の駅

総　務
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本
市
も
間
も
な
く
人
口
減
少
時
代
に
転

じ
る
と
推
察
す
る
中
、
活
力
あ
る
ま
ち
づ

く
り
の
た
め
に
は
、
今
あ
る
建
物
の
リ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
、
北
名
古
屋
市
な
ら
で
は
の

商
業
活
動
を
担
え
る
人
づ
く
り
、
事
業
環

境
を
整
え
る
こ
と
が
急
務
で
あ
る
。

①
　
北
名
古
屋
市
に
お
け
る
商
業
の
シ
ン

ボ
リ
ッ
ク
と
な
る
核
が
必
要
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
。
市
が
関
与
し
、
民
間
が
運
営

す
る
北
名
古
屋
市
版
道
の
駅
を
主
要
道
路

に
整
備
し
、
災
害
復
旧
、
情
報
拠
点
と
し

て
も
活
用
し
て
は
。

②
　
市
と
災
害
時
相
互
応
援
協
定
を
締
結

し
て
い
る
多
治
見
市
で
は
、
中
心
市
街
地

の
抱
え
る
問
題
を
解
決
す
る
た
め
、
民
間

主
導
に
よ
る
タ
ウ
ン
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
手
法

を
使
い
、
地
元
金
融
機
関
と
協
働
し
て
ま

ち
づ
く
り
株
式
会
社
を
設
立
し
、
着
実
に

成
果
を
出
し
て
い
る
と
の
こ
と
だ
っ
た
。

本
市
も
導
入
し
て
は
。

①
　
道
の
駅
は
災
害
時
に
災
害
復
旧
に
も

貢
献
し
、
防
災
機
能
な
ど
も
注
目
さ
れ
て

い
る
。
第
６
次
産
業
や
隣
接
す
る
自
治
体

と
の
連
携
な
ど
広
域
的
な
視
点
で
調
査
す

る
。

②
　
現
在
、
徳
重
・
名
古
屋
芸
大
駅
周
辺

の
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
支
援
し
て
お
り
、
今
後
も
民
間
主
導
の

ま
ち
づ
く
り
組
織
と
な
る
よ
う
継
続
的
に

支
援
し
て
い
く
。

　
災
害
に
際
し
て
の
行
政
の
初
期
対
応
に

　
つ
い
て 熊

澤
　真
澄
（
市
政
ク
ラ
ブ
）

そ
の
他
の
質
問

未
来
志
向
の
地
域
活
性
化
策
の
推
進
に
つ
い
て

建
設
部
長

総
務
課
長

　
本
市
の
台
風
の
接
近
に
伴
う
公
共
施
設

の
閉
館
基
準
は
統
一
で
は
な
く
、
暴
風
警

報
の
発
令
に
よ
り
閉
館
と
な
る
施
設
、
災

害
対
策
本
部
か
ら
の
指
示
に
よ
り
閉
館
と

な
る
施
設
が
あ
り
、
対
応
が
異
な
る
。
最

近
で
は
、
台
風
の
被
害
を
小
さ
く
抑
え
る

た
め
鉄
道
各
社
が
計
画
運
休
を
取
り
入
れ

る
な
ど
、
防
災
意
識
が
高
ま
っ
て
い
る
。

本
市
に
お
い
て
も
、
不
要
不
急
の
外
出
を

控
え
て
避
難
準
備
を
呼
び
か
け
る
立
場
に

あ
る
か
ら
こ
そ
、
計
画
的
に
公
共
施
設
の

閉
館
を
す
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
普
段
か

ら
明
確
な
臨
時
休
館
の
対
応
を
告
知
す
る

こ
と
で
、
市
民
や
利
用
者
の
避
難
行
動
に

つ
い
て
考
え
る
機
会
に
な
る
と
考
え
る
が

ど
う
か
。
台
風
接
近
時
の
一
律
の
閉
館
基

準
の
考
え
は
。

 

暴
風
警
報
の
発
令
に
よ
り
直
ち
に
閉
館

す
る
施
設
は
、
東
西
図
書
館
な
ど
不
特
定

多
数
の
利
用
者
が
使
用
す
る
施
設
や
も
え

の
丘
な
ど
営
利
目
的
で
貸
館
が
で
き
な
い

施
設
と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
、
台

風
の
状
況
等
を
判
断
し
て
閉
館
す
る
施
設

は
、
健
康
ド
ー
ム
な
ど
営
利
目
的
で
の
貸

館
が
可
能
な
施
設
と
な
っ
て
い
る
。
急
な

閉
館
に
よ
り
事
業
を
中
止
す
る
こ
と
で
損

害
が
で
る
可
能
性
が
あ
る
た
め
、
利
用
者

の
損
害
を
抑
え
る
配
慮
か
ら
こ
う
し
た
対

応
を
し
て
き
た
。
今
後
は
、
使
用
許
可
の

条
件
に
警
報
に
よ
る
臨
時
閉
館
を
付
加

し
、
運
用
基
準
を
市
内
一
律
と
し
、
周
知

を
徹
底
し
て
い
く
。

　
住
宅
耐
震
改
修
に
代
理
受
領
制
度
を
導

　
入
し
負
担
軽
減
を

渡
邉
　麻
衣
子
（
日
本
共
産
党
）

そ
の
他
の
質
問

市
民
の
安
全
を
優
先
し
た
台
風
時
の
施
設
閉
館
に
つ
い
て

副
市
長

　
本
市
で
は
、
旧
町
の
投
票
区
が
引
き
継

が
れ
て
い
る
が
、
投
票
所
と
し
て
利
用
し

て
い
る
施
設
の
老
朽
化
等
に
伴
い
、
将
来

的
に
は
小
学
校
区
ご
と
の
投
票
所
に
集
約

さ
れ
て
い
く
と
考
え
る
。
そ
の
場
合
、
駐

車
場
の
確
保
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
の
推

進
、
徒
歩
で
投
票
に
行
け
な
い
方
へ
の
交

通
手
段
の
確
保
な
ど
の
施
策
が
必
要
と
考

え
る
。
今
後
は
、
市
民
の
理
解
と
協
力
を

得
な
が
ら
社
会
情
勢
に
応
じ
た
投
票
区
の

見
直
し
が
急
務
と
考
え
る
。

①
　
投
票
区
の
見
直
し
の
考
え
は
。

②
　
投
票
所
が
変
更
さ
れ
る
場
合
の
周
知

時
期
や
方
法
は
。

③
　
投
票
所
を
見
直
す
際
、
安
全
・
安
心

な
投
票
環
境
の
整
備
に
つ
い
て
の
考
え

は
。

①
　
老
朽
化
な
ど
に
よ
り
継
続
利
用
が
困

難
に
な
る
投
票
所
が
複
数
あ
り
、
選
挙
管

理
委
員
会
で
、
投
票
区
の
あ
り
方
に
つ
い

て
議
論
し
て
い
る
。
今
後
は
小
学
校
区
を

投
票
区
と
す
る
案
も
含
め
て
、
様
々
な
観

点
か
ら
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

②
　
前
回
の
選
挙
で
は
、
広
報
で
の
案
内

の
ほ
か
、
投
票
所
入
場
券
と
と
も
に
案
内

文
書
を
併
せ
て
送
付
し
、
選
挙
当
日
に
は

旧
の
投
票
所
に
案
内
係
を
配
置
し
た
。
今

後
、
早
い
段
階
に
お
け
る
効
果
的
な
周
知

方
法
に
つ
い
て
研
究
し
て
い
く
。

③
　
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
の
推
進
や
駐
車
場

の
確
保
な
ど
、
安
全
・
安
心
に
投
票
で
き

る
環
境
整
備
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
と
考

え
て
い
る
。

　
障
が
い
者
支
援
バ
ン
ダ
ナ
の
作
成
と
配

　
布
に
つ
い
て 齊

藤
　裕
美
（
公
明
党
）

そ
の
他
の
質
問

投
票
区
の
見
直
し
に
つ
い
て

師勝東小学校投票所

　
自
然
災
害
と
は
、
大
雨
だ
け
で
な
く
台

風
や
竜
巻
な
ど
の
強
風
や
地
震
な
ど
が
あ

り
、
災
害
の
種
類
に
よ
っ
て
災
害
対
策
の

あ
り
方
も
様
々
で
あ
る
た
め
、
ハ
ー
ド

面
、
ソ
フ
ト
面
で
の
対
策
に
完
璧
だ
と
い

え
る
こ
と
は
な
い
。
現
在
、
市
が
市
民
に

対
し
て
避
難
所
開
設
情
報
や
避
難
勧
告
な

ど
災
害
に
関
す
る
情
報
伝
達
手
段
と
し

て
、
一
斉
メ
ー
ル
配
信
シ
ス
テ
ム
や
防
災

行
政
無
線
を
使
用
し
て
い
る
が
、
一
斉

メ
ー
ル
配
信
シ
ス
テ
ム
は
高
齢
者
に
と
っ

て
利
用
し
に
く
い
こ
と
、
防
災
行
政
無
線

に
関
し
て
は
、
災
害
時
に
家
の
雨
戸
や
窓

を
閉
め
て
い
た
場
合
に
聞
き
取
り
に
く
い

な
ど
正
確
な
情
報
を
受
け
取
る
こ
と
が
で

き
て
い
な
い
の
で
は
。
他
市
町
村
で
は
、

格
安
で
持
ち
運
び
が
で
き
、
防
災
無
線
を

受
信
可
能
な
家
庭
用
の
防
災
行
政
ラ
ジ
オ

を
配
備
し
て
い
る
が
、
市
の
考
え
は
。

　
現
在
、
市
で
行
っ
て
い
る
災
害
情
報
伝

達
手
段
と
し
て
、
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
（
全
国
瞬

時
警
報
シ
ス
テ
ム
）
や
Ｌ
ア
ラ
ー
ト
（
災

害
情
報
共
有
シ
ス
テ
ム
）
、
一
斉
メ
ー
ル

配
信
シ
ス
テ
ム
な
ど
を
活
用
し
て
い
る

が
、
同
報
系
防
災
行
政
無
線
の
デ
ジ
タ
ル

方
式
の
へ
の
移
行
時
期
に
あ
わ
せ
て
デ
ジ

タ
ル
式
防
災
ラ
ジ
オ
の
導
入
を
検
討
し
て

い
く
。

　
災
害
時
の
飲
料
水
の
確
保
に
つ
い
て

　
ポ
イ
ン
ト
制
度
の
活
用
に
つ
い
て

浅
利
　公
惠
（
市
政
ク
ラ
ブ
）

そ
の
他
の
質
問

災
害
情
報
伝
達
の
取
組
に
つ
い
て

防災ラジオ

防災環境 教　育防
災
交
通
課
長

建　設

道の駅

総　務
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私
た
ち
の
生
活
の
中
で
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ

ス
決
済
が
急
速
に
浸
透
し
始
め
て
い
る
。

10
月
か
ら
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
の
ポ
イ

ン
ト
還
元
事
業
が
始
ま
る
な
ど
、
国
も

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
の
推
進
に
力
を
入
れ
て

い
る
。
そ
う
し
た
動
き
は
地
方
自
治
体
へ

も
広
が
っ
て
き
て
い
る
。
市
民
の
利
便
性

を
高
め
、
収
納
事
務
の
効
率
化
や
収
納
率

が
向
上
す
る
観
点
か
ら
も
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ

ス
決
済
の
導
入
に
取
組
む
べ
き
で
は
。

①
　
現
在
の
市
税
の
納
付
方
法
は
。

②
　
市
税
の
納
付
方
法
の
割
合
は
。

③
　
市
税
の
納
付
方
法
や
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ

ス
決
済
の
課
題
は
。

④
　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
よ
る
市
税
の

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
の
導
入
の
見
解

は
。

①
　
納
付
書
に
よ
る
会
計
課
及
び
金
融
機

関
で
の
納
付
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

で
の
納
付
、
口
座
振
替
に
よ
る
納
付
の
方

法
が
あ
る
。

②
　
平
成
30
年
度
は
、
会
計
課
及
び
金
融

機
関
で
の
納
付
は
約
41
・
４
%
、
コ
ン

ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
の
納
付
は
約
23
・

３
%
、
口
座
振
替
に
よ
る
納
付
は
約
35
・

３
%
の
割
合
で
あ
る
。

③
　
納
付
期
限
が
過
ぎ
る
と
利
用
で
き
な

く
な
る
、
領
収
書
が
そ
の
場
で
発
行
で
き

な
い
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
確
保
や
シ
ス
テ

ム
障
害
が
発
生
し
た
際
の
対
応
等
や
決
済

事
業
者
と
の
連
携
の
課
題
が
あ
る
。

④
　
導
入
に
は
、
安
全
性
と
利
便
性
を
追

求
し
、
本
市
の
実
情
に
あ
う
業
者
の
見
極

め
が
必
要
。
今
後
も
法
改
正
や
経
済
の
動

向
、
他
の
自
治
体
の
取
組
を
注
視
し
て
い

く
。

　
き
た
バ
ス
の
乗
車
料
金
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ

　
レ
ス
決
済
に
つ
い
て

　
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
へ
の
更
な
る
取
組

　
に
つ
い
て

上
野
　雅
美
（
無
会
派
）

そ
の
他
の
質
問

市
税
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
に
つ
い
て

収
納
課
長

防
災
環
境
部
長

キャッシュレス決済
（経済産業省HPより）

　
平
成
30
年
度
か
ら
の
国
保
制
度
改
革

は
、
自
治
体
独
自
の
国
保
税
減
免
を
な
く

す
こ
と
を
狙
い
と
し
て
お
り
、
国
保
税
が

上
が
り
、
低
・
中
所
得
者
層
が
税
金
を
払

え
な
く
な
る
懸
念
が
あ
る
。
厚
生
労
働
省

は
、
国
が
都
道
府
県
と
市
町
村
の
国
保
行

政
を
採
点
し
、
成
績
が
良
い
自
治
体
に
交

付
金
を
増
や
す
「
保
険
者
努
力
支
援
制

度
」
を
導
入
し
て
お
り
、
来
年
度
か
ら
は

一
般
会
計
か
ら
の
法
定
外
の
繰
入
れ
を
行

う
市
区
町
村
に
対
し
、
公
費
削
減
の
姿
勢

を
示
し
て
い
る
。
地
方
自
治
体
は
軽
減
措

置
を
市
独
自
で
行
う
な
ど
、
生
活
の
防
波

堤
に
な
る
こ
と
が
大
事
だ
と
考
え
る
。

　
本
市
は
、
県
下
で
も
保
険
料
の
水
準
が

低
い
た
め
保
険
料
が
統
一
さ
れ
た
場
合
、

値
上
げ
が
免
れ
な
く
な
る
と
思
う
が
、
今

後
の
国
保
税
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

　
平
成
30
年
度
か
ら
の
国
保
制
度
改
革
は

都
道
府
県
が
財
政
運
営
の
責
任
主
体
と
な

る
と
と
も
に
、
公
費
拡
充
に
よ
る
財
政
基

盤
の
強
化
が
図
ら
れ
て
い
る
が
、
財
政
運

営
は
厳
し
い
状
況
で
あ
る
。
愛
知
県
国
民

健
康
保
険
運
営
方
針
で
は
、
赤
字
市
町
村

は
収
納
率
向
上
や
医
療
費
適
正
化
等
の
取

組
を
進
め
、
計
画
的
に
保
険
税
率
を
適
正

な
水
準
に
近
づ
け
赤
字
の
解
消
に
努
め
る

も
の
と
定
め
て
い
る
。
将
来
的
に
は
県
内

の
保
険
料
水
準
の
統
一
化
を
目
指
し
て
い

る
が
、
そ
の
時
期
は
言
及
さ
れ
て
い
な

い
。
今
後
も
、
県
が
示
す
標
準
保
険
料
率

等
を
参
考
に
保
険
税
率
を
決
め
て
い
く

が
、
税
負
担
が
急
激
に
増
加
し
な
い
よ
う

状
況
を
判
断
し
て
い
き
た
い
。

　
国
保
の
子
ど
も
の
均
等
割
軽
減
に
つ
い

　
て

　
通
学
路
の
安
全
対
策
に
つ
い
て

川
渕
　康
宏
（
日
本
共
産
党
）

そ
の
他
の
質
問

今
後
の
国
民
健
康
保
険
税
に
つ
い
て

国
保
医
療
課
長

　
来
年
度
よ
り
ご
み
処
理
工
場
が
運
転
を

始
め
る
に
あ
た
り
、
名
師
橋
付
近
の
道
路

が
激
し
く
渋
滞
す
る
と
予
想
さ
れ
、
地
域

住
民
か
ら
懸
念
の
声
が
出
て
い
る
。
こ
の

渋
滞
は
移
動
時
間
の
増
加
と
い
う
デ
メ

リ
ッ
ト
だ
け
で
な
く
、
滞
留
し
た
車
が
生

活
道
路
に
流
れ
込
み
、
交
通
事
故
の
増
加

や
騒
音
被
害
等
に
繋
が
る
こ
と
で
、
市
民

が
影
響
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
。

　
今
こ
そ
実
効
性
の
あ
る
行
動
が
必
要
で

あ
り
、
そ
の
方
法
と
し
て
、
ご
み
の
収
集

を
名
古
屋
市
と
共
同
で
夜
間
化
し
て
は
ど

う
か
。
福
岡
市
で
は
、
ご
み
収
集
車
に
起

因
す
る
渋
滞
が
大
幅
に
減
り
、
同
時
に
カ

ラ
ス
の
ご
み
の
散
ら
か
り
被
害
が
激
減
し

た
。
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
約
97
％
が
大

変
満
足
し
て
い
る
。
経
費
を
調
べ
計
算
す

る
と
、
本
市
で
約
３
０
０
０
万
円
。
メ

リ
ッ
ト
は
十
分
に
あ
る
と
考
え
る
。

　
夜
間
収
集
の
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
、
交
通

渋
滞
を
避
け
る
こ
と
が
で
き
る
、
防
犯
パ

ト
ロ
ー
ル
に
な
る
、
朝
ゆ
っ
く
り
で
き
る

等
が
考
え
ら
れ
る
が
、
工
場
近
隣
住
民
の

夜
間
受
入
へ
の
理
解
、
焼
却
経
費
の
増
大

等
大
き
な
課
題
も
あ
る
た
め
、
夜
間
収
集

は
考
え
て
い
な
い
。

　
通
勤
、
帰
宅
時
間
帯
を
避
け
た
ご
み
搬

入
の
ピ
ー
ク
時
間
帯
の
設
定
と
、
収
集
・

退
出
ル
ー
ト
の
分
散
化
、
名
師
橋
に
向
か

う
車
両
の
右
折
帯
の
長
さ
を
３
倍
に
す
る

等
、
収
集
車
の
通
行
に
よ
る
影
響
が
低
減

さ
れ
る
よ
う
に
努
め
る
。

梅
村
　真
史
（
無
会
派
）

ご
み
の
夜
間
収
集
化
と
渋
滞
解
消
に
つ
い
て

　
土
地
区
画
整
理
事
業
が
立
ち
上
が
ら
ず

基
盤
整
備
が
遅
れ
て
い
る
暫
定
用
途
地
域

の
解
消
に
向
け
て
、
石
橋
地
区
及
び
鍜
治

ケ
一
色
南
地
区
で
ア
ン
ケ
ー
ト
並
び
に
説

明
会
が
行
わ
れ
た
が
、
多
く
の
方
が
参
加

し
て
お
り
、
関
心
の
高
さ
が
伺
え
た
。

　
地
区
計
画
の
策
定
に
至
る
た
め
に
も
勉

強
会
、
懇
親
会
な
ど
の
実
施
、
場
合
に

よ
っ
て
は
ま
ち
づ
く
り
、
組
織
づ
く
り
の

支
援
な
ど
の
プ
ロ
セ
ス
を
踏
む
こ
と
が
必

要
だ
と
考
え
る
。
ま
た
合
意
形
成
の
前
段

階
と
し
て
知
識
を
深
め
熟
度
を
高
め
る
こ

と
が
重
要
だ
と
考
え
る
が
、
当
局
の
見
解

は
。

　
暫
定
用
途
地
域
に
よ
る
建
築
規
制
の
長

期
化
は
、
老
朽
化
建
物
の
建
て
替
え
の
困

難
や
空
き
家
な
ど
が
社
会
問
題
化
し
て
お

り
、
緊
急
な
対
応
が
必
要
と
考
え
る
。
問

題
の
解
決
の
促
進
の
た
め
、
愛
知
県
の
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
も
変
更
さ
れ
た
。
市
と
し
て

も
先
ず
は
、
こ
の
緊
急
的
な
問
題
解
消
に

重
点
を
お
き
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
本
市
に
お
け
る
固
定
資
産
税
の
現
状
と

　
課
題
に
つ
い
て

　
進
展
す
る
少
子
高
齢
化
社
会
と
今
後
の

　
固
定
資
産
税
に
つ
い
て

　
暫
定
用
途
地
域
解
消
へ
の
今
後
の
整
備

　
方
針
に
つ
い
て

　
暫
定
用
途
地
域
解
消
に
お
け
る
負
担
調

　
整
措
置
に
つ
い
て

　
持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り
に
向
け
た
行

　
政
支
援
に
つ
い
て

阿
部
　武
史
（
無
会
派
）

そ
の
他
の
質
問

暫
定
用
途
地
域
解
消
へ
の
合
意
形
成
の
手
法
に
つ
い
て

愛知県ガイドライン

財　務

市民健康都
市
整
備
課
長

建　設

防災環境
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私
た
ち
の
生
活
の
中
で
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ

ス
決
済
が
急
速
に
浸
透
し
始
め
て
い
る
。

10
月
か
ら
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
の
ポ
イ

ン
ト
還
元
事
業
が
始
ま
る
な
ど
、
国
も

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
の
推
進
に
力
を
入
れ
て

い
る
。
そ
う
し
た
動
き
は
地
方
自
治
体
へ

も
広
が
っ
て
き
て
い
る
。
市
民
の
利
便
性

を
高
め
、
収
納
事
務
の
効
率
化
や
収
納
率

が
向
上
す
る
観
点
か
ら
も
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ

ス
決
済
の
導
入
に
取
組
む
べ
き
で
は
。

①
　
現
在
の
市
税
の
納
付
方
法
は
。

②
　
市
税
の
納
付
方
法
の
割
合
は
。

③
　
市
税
の
納
付
方
法
や
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ

ス
決
済
の
課
題
は
。

④
　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
よ
る
市
税
の

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
の
導
入
の
見
解

は
。

①
　
納
付
書
に
よ
る
会
計
課
及
び
金
融
機

関
で
の
納
付
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

で
の
納
付
、
口
座
振
替
に
よ
る
納
付
の
方

法
が
あ
る
。

②
　
平
成
30
年
度
は
、
会
計
課
及
び
金
融

機
関
で
の
納
付
は
約
41
・
４
%
、
コ
ン

ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
の
納
付
は
約
23
・

３
%
、
口
座
振
替
に
よ
る
納
付
は
約
35
・

３
%
の
割
合
で
あ
る
。

③
　
納
付
期
限
が
過
ぎ
る
と
利
用
で
き
な

く
な
る
、
領
収
書
が
そ
の
場
で
発
行
で
き

な
い
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
確
保
や
シ
ス
テ

ム
障
害
が
発
生
し
た
際
の
対
応
等
や
決
済

事
業
者
と
の
連
携
の
課
題
が
あ
る
。

④
　
導
入
に
は
、
安
全
性
と
利
便
性
を
追

求
し
、
本
市
の
実
情
に
あ
う
業
者
の
見
極

め
が
必
要
。
今
後
も
法
改
正
や
経
済
の
動

向
、
他
の
自
治
体
の
取
組
を
注
視
し
て
い

く
。

　
き
た
バ
ス
の
乗
車
料
金
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ

　
レ
ス
決
済
に
つ
い
て

　
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
へ
の
更
な
る
取
組

　
に
つ
い
て

上
野
　雅
美
（
無
会
派
）

そ
の
他
の
質
問

市
税
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
に
つ
い
て

収
納
課
長

防
災
環
境
部
長

キャッシュレス決済
（経済産業省HPより）

　
平
成
30
年
度
か
ら
の
国
保
制
度
改
革

は
、
自
治
体
独
自
の
国
保
税
減
免
を
な
く

す
こ
と
を
狙
い
と
し
て
お
り
、
国
保
税
が

上
が
り
、
低
・
中
所
得
者
層
が
税
金
を
払

え
な
く
な
る
懸
念
が
あ
る
。
厚
生
労
働
省

は
、
国
が
都
道
府
県
と
市
町
村
の
国
保
行

政
を
採
点
し
、
成
績
が
良
い
自
治
体
に
交

付
金
を
増
や
す
「
保
険
者
努
力
支
援
制

度
」
を
導
入
し
て
お
り
、
来
年
度
か
ら
は

一
般
会
計
か
ら
の
法
定
外
の
繰
入
れ
を
行

う
市
区
町
村
に
対
し
、
公
費
削
減
の
姿
勢

を
示
し
て
い
る
。
地
方
自
治
体
は
軽
減
措

置
を
市
独
自
で
行
う
な
ど
、
生
活
の
防
波

堤
に
な
る
こ
と
が
大
事
だ
と
考
え
る
。

　
本
市
は
、
県
下
で
も
保
険
料
の
水
準
が

低
い
た
め
保
険
料
が
統
一
さ
れ
た
場
合
、

値
上
げ
が
免
れ
な
く
な
る
と
思
う
が
、
今

後
の
国
保
税
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

　
平
成
30
年
度
か
ら
の
国
保
制
度
改
革
は

都
道
府
県
が
財
政
運
営
の
責
任
主
体
と
な

る
と
と
も
に
、
公
費
拡
充
に
よ
る
財
政
基

盤
の
強
化
が
図
ら
れ
て
い
る
が
、
財
政
運

営
は
厳
し
い
状
況
で
あ
る
。
愛
知
県
国
民

健
康
保
険
運
営
方
針
で
は
、
赤
字
市
町
村

は
収
納
率
向
上
や
医
療
費
適
正
化
等
の
取

組
を
進
め
、
計
画
的
に
保
険
税
率
を
適
正

な
水
準
に
近
づ
け
赤
字
の
解
消
に
努
め
る

も
の
と
定
め
て
い
る
。
将
来
的
に
は
県
内

の
保
険
料
水
準
の
統
一
化
を
目
指
し
て
い

る
が
、
そ
の
時
期
は
言
及
さ
れ
て
い
な

い
。
今
後
も
、
県
が
示
す
標
準
保
険
料
率

等
を
参
考
に
保
険
税
率
を
決
め
て
い
く

が
、
税
負
担
が
急
激
に
増
加
し
な
い
よ
う

状
況
を
判
断
し
て
い
き
た
い
。

　
国
保
の
子
ど
も
の
均
等
割
軽
減
に
つ
い

　
て

　
通
学
路
の
安
全
対
策
に
つ
い
て

川
渕
　康
宏
（
日
本
共
産
党
）

そ
の
他
の
質
問

今
後
の
国
民
健
康
保
険
税
に
つ
い
て

国
保
医
療
課
長

　
来
年
度
よ
り
ご
み
処
理
工
場
が
運
転
を

始
め
る
に
あ
た
り
、
名
師
橋
付
近
の
道
路

が
激
し
く
渋
滞
す
る
と
予
想
さ
れ
、
地
域

住
民
か
ら
懸
念
の
声
が
出
て
い
る
。
こ
の

渋
滞
は
移
動
時
間
の
増
加
と
い
う
デ
メ

リ
ッ
ト
だ
け
で
な
く
、
滞
留
し
た
車
が
生

活
道
路
に
流
れ
込
み
、
交
通
事
故
の
増
加

や
騒
音
被
害
等
に
繋
が
る
こ
と
で
、
市
民

が
影
響
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
。

　
今
こ
そ
実
効
性
の
あ
る
行
動
が
必
要
で

あ
り
、
そ
の
方
法
と
し
て
、
ご
み
の
収
集

を
名
古
屋
市
と
共
同
で
夜
間
化
し
て
は
ど

う
か
。
福
岡
市
で
は
、
ご
み
収
集
車
に
起

因
す
る
渋
滞
が
大
幅
に
減
り
、
同
時
に
カ

ラ
ス
の
ご
み
の
散
ら
か
り
被
害
が
激
減
し

た
。
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
約
97
％
が
大

変
満
足
し
て
い
る
。
経
費
を
調
べ
計
算
す

る
と
、
本
市
で
約
３
０
０
０
万
円
。
メ

リ
ッ
ト
は
十
分
に
あ
る
と
考
え
る
。

　
夜
間
収
集
の
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
、
交
通

渋
滞
を
避
け
る
こ
と
が
で
き
る
、
防
犯
パ

ト
ロ
ー
ル
に
な
る
、
朝
ゆ
っ
く
り
で
き
る

等
が
考
え
ら
れ
る
が
、
工
場
近
隣
住
民
の

夜
間
受
入
へ
の
理
解
、
焼
却
経
費
の
増
大

等
大
き
な
課
題
も
あ
る
た
め
、
夜
間
収
集

は
考
え
て
い
な
い
。

　
通
勤
、
帰
宅
時
間
帯
を
避
け
た
ご
み
搬

入
の
ピ
ー
ク
時
間
帯
の
設
定
と
、
収
集
・

退
出
ル
ー
ト
の
分
散
化
、
名
師
橋
に
向
か

う
車
両
の
右
折
帯
の
長
さ
を
３
倍
に
す
る

等
、
収
集
車
の
通
行
に
よ
る
影
響
が
低
減

さ
れ
る
よ
う
に
努
め
る
。

梅
村
　真
史
（
無
会
派
）

ご
み
の
夜
間
収
集
化
と
渋
滞
解
消
に
つ
い
て

　
土
地
区
画
整
理
事
業
が
立
ち
上
が
ら
ず

基
盤
整
備
が
遅
れ
て
い
る
暫
定
用
途
地
域

の
解
消
に
向
け
て
、
石
橋
地
区
及
び
鍜
治

ケ
一
色
南
地
区
で
ア
ン
ケ
ー
ト
並
び
に
説

明
会
が
行
わ
れ
た
が
、
多
く
の
方
が
参
加

し
て
お
り
、
関
心
の
高
さ
が
伺
え
た
。

　
地
区
計
画
の
策
定
に
至
る
た
め
に
も
勉

強
会
、
懇
親
会
な
ど
の
実
施
、
場
合
に

よ
っ
て
は
ま
ち
づ
く
り
、
組
織
づ
く
り
の

支
援
な
ど
の
プ
ロ
セ
ス
を
踏
む
こ
と
が
必

要
だ
と
考
え
る
。
ま
た
合
意
形
成
の
前
段

階
と
し
て
知
識
を
深
め
熟
度
を
高
め
る
こ

と
が
重
要
だ
と
考
え
る
が
、
当
局
の
見
解

は
。

　
暫
定
用
途
地
域
に
よ
る
建
築
規
制
の
長

期
化
は
、
老
朽
化
建
物
の
建
て
替
え
の
困

難
や
空
き
家
な
ど
が
社
会
問
題
化
し
て
お

り
、
緊
急
な
対
応
が
必
要
と
考
え
る
。
問

題
の
解
決
の
促
進
の
た
め
、
愛
知
県
の
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
も
変
更
さ
れ
た
。
市
と
し
て

も
先
ず
は
、
こ
の
緊
急
的
な
問
題
解
消
に

重
点
を
お
き
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
本
市
に
お
け
る
固
定
資
産
税
の
現
状
と

　
課
題
に
つ
い
て

　
進
展
す
る
少
子
高
齢
化
社
会
と
今
後
の

　
固
定
資
産
税
に
つ
い
て

　
暫
定
用
途
地
域
解
消
へ
の
今
後
の
整
備

　
方
針
に
つ
い
て

　
暫
定
用
途
地
域
解
消
に
お
け
る
負
担
調

　
整
措
置
に
つ
い
て

　
持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り
に
向
け
た
行

　
政
支
援
に
つ
い
て

阿
部
　武
史
（
無
会
派
）

そ
の
他
の
質
問

暫
定
用
途
地
域
解
消
へ
の
合
意
形
成
の
手
法
に
つ
い
て

愛知県ガイドライン

財　務

市民健康都
市
整
備
課
長

建　設

防災環境
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　北名古屋市議会では開かれた議会
への推進を図るため、議会だより
『きたしる』がスマートフォンのア
プリ【マチイロ】でも閲覧できるよ
うにしました。

注意事項
※アプリは無料で利用できますが、通信料がかかります。
 （通信機器のご利用プランごとに異なります。）
※アプリ画面上に表示される広告は、株式会社ホープが募集
　し掲載しているもので、その内容は北名古屋市議会とは関
　係ありません。

利用方法
１　下の二次元バーコードから、またはApp StoreやGoogle playにて「マチイロ」と検索
　　して、アプリをダウンロードしてください。
２　インストールした後、性別、生年月日、お住いの地域などの個人設定を行ってください。

議会だよりがアプリで読めます。

ios版 Android版

　この作品は、「節分」というテーマで名古屋芸術大
学の学生さんに描いていただきました。

表紙紹介 伊藤　里穂さん
（名古屋芸術大学４年）

作者本人イラスト

～議長賞紹介～ ～議長賞紹介～ 

標語の部
熊野中学校　１年　
松原　潤弥　さん

だ
め
だ
よ
と
　

　
手
を
差
し
の
べ
る
　

　
　
そ
の
勇
気

　令和元年度北名古屋市青少
年健全育成大会の議長賞が決
まりました。

ポスターの部
五条小学校　５年
篠原　ゆみな　さん

その他沢山の貴重な
ご意見、ご提案をいただきました。
今後の議会運営に役立てて
いきたいと思います。

市議会モニター意見箱
～第4回 定例会～

議場の傍聴席に荷物をか
ける

フック等を
つけてはどうか。

会議がスムーズに進行
され気持ちがよかった。

委員会室によってはマイクが
ないので聞きとりにくい時がある。

ご
意
見
箱

令和２年度市議会モニター募集

・議会モニターって毎回傍聴しなきゃダメ？
　傍聴は強制ではありませんので、お仕事や用事がある場合はお休みして
　いただいても構いません。無理のない範囲で傍聴してください。

・傍聴って手続きがいろいろあるんじゃないの？
　特に手続きは必要ありません。傍聴受付で議会事務局職員にお声かけく
　ださい。議会モニター用の名札、筆記用具をお渡しします。

・議会モニターの意見はどうなるの？
　モニターの皆様からいただきましたご意見は、議会だよりで紹介させて
　いただきます。今後の議会運営の参考にさせていただきます。

　　　　　１０人以内
　　　　　満１８歳以上で市内に在住、在勤又は在学し、市議会に関心のある方

　　　　①市議会の会議を傍聴し、議会運営の見聞を広げるとともに、意見、提案等を文書に
　　　　　より提出。
　　　　②議会が行うアンケートに回答。

　市民の皆様から議会活動及び議員活動についての意見、要望等をお聴きし、市民ニーズを反
映した議会運営を図るため、「市議会モニター」を募集します。
職　務

応募資格

募集人員
任　期
謝　礼
選考方法

応募方法

　　　　　予算の範囲内で支給します。
　　　　　地域、職業、年齢などを考慮し、
　　　　　特に市議会モニター活動に意欲的
　　　　　かつ適任であると判断した方を議長が
　　　　　選任します。
　　　　　議会事務局（東庁舎４階）にある応募用紙
　　　　　またはホームページより印刷し必要事項を
　　　　　記入の上、令和２年２月２８日（金）
　　　　　までに議会事務局へ提出してください。

　　　　　委嘱の日から令和３年３月３１日まで
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ios版 Android版

　この作品は、「節分」というテーマで名古屋芸術大
学の学生さんに描いていただきました。

表紙紹介 伊藤　里穂さん
（名古屋芸術大学４年）

作者本人イラスト

～議長賞紹介～ ～議長賞紹介～ 

標語の部
熊野中学校　１年　
松原　潤弥　さん
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　令和元年度北名古屋市青少
年健全育成大会の議長賞が決
まりました。

ポスターの部
五条小学校　５年
篠原　ゆみな　さん

その他沢山の貴重な
ご意見、ご提案をいただきました。
今後の議会運営に役立てて
いきたいと思います。

市議会モニター意見箱
～第4回 定例会～

議場の傍聴席に荷物をか
ける

フック等を
つけてはどうか。

会議がスムーズに進行
され気持ちがよかった。

委員会室によってはマイクが
ないので聞きとりにくい時がある。

ご
意
見
箱

令和２年度市議会モニター募集

・議会モニターって毎回傍聴しなきゃダメ？
　傍聴は強制ではありませんので、お仕事や用事がある場合はお休みして
　いただいても構いません。無理のない範囲で傍聴してください。

・傍聴って手続きがいろいろあるんじゃないの？
　特に手続きは必要ありません。傍聴受付で議会事務局職員にお声かけく
　ださい。議会モニター用の名札、筆記用具をお渡しします。

・議会モニターの意見はどうなるの？
　モニターの皆様からいただきましたご意見は、議会だよりで紹介させて
　いただきます。今後の議会運営の参考にさせていただきます。

　　　　　１０人以内
　　　　　満１８歳以上で市内に在住、在勤又は在学し、市議会に関心のある方

　　　　①市議会の会議を傍聴し、議会運営の見聞を広げるとともに、意見、提案等を文書に
　　　　　より提出。
　　　　②議会が行うアンケートに回答。

　市民の皆様から議会活動及び議員活動についての意見、要望等をお聴きし、市民ニーズを反
映した議会運営を図るため、「市議会モニター」を募集します。
職　務

応募資格

募集人員
任　期
謝　礼
選考方法

応募方法

　　　　　予算の範囲内で支給します。
　　　　　地域、職業、年齢などを考慮し、
　　　　　特に市議会モニター活動に意欲的
　　　　　かつ適任であると判断した方を議長が
　　　　　選任します。
　　　　　議会事務局（東庁舎４階）にある応募用紙
　　　　　またはホームページより印刷し必要事項を
　　　　　記入の上、令和２年２月２８日（金）
　　　　　までに議会事務局へ提出してください。

　　　　　委嘱の日から令和３年３月３１日まで
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編 集 後 記

令和2年第１回定例会の予定　

北名古屋市議会だより vol.69

≪皆様の声をお聞かせください≫
　議会だよりをより充実させるため、
皆様からのご意見ご感想をお聞かせください。

●メール　  giji@city.kitanagoya.lg.jp
●ＦＡＸ　（0568）23-3140

議会事務局

２月２６日 （水）

３月  ６日 （金）

３月  ９日 （月）

３月１０日 （火）

３月１１日 （水）

３月１２日 （木）

３月１３日 （金）

３月１６日 （月）

３月１７日 （火）

３月２３日 （月）

本会議（初日）

本会議（一般質問）

本会議（一般質問）

予算決算常任委員会

予算決算常任委員会

福祉教育常任委員会

建設常任委員会

総務常任委員会

鉄道連続立体交差事業等検討特別委員会

本会議（最終日）

【請願書・陳情書の
提出について】
　第１回定例会の
審査対象となる請
願書・陳情書の提出
期限は、２月１７日
（月）の午後５時（予
定）です。詳しくは、
議会事務局までお
問い合わせくださ
い。

　新しい年が始まって１か月が経ちました。昨年は「子どもを虐待から守るまち宣
言」をし、議場を飛び出して広報・啓発活動を議会ワンチームで行いました。今後も
幅の広い活動と深みのある議論を重ね、議会だよりでわかりやすく・読みやすくお伝
えしていきます。本年もよろしくお願いいたします。

16議会だより vol.69


